
72 73

いきがい
助け合い

重度者を在宅で支えることは、生活を支える地域の

活動者（地元ビジネス、ＮＰＯ、互助など）や介護

事業者、医療関係者が連携して、地域密着型サービ

スを活用して実質的に24時間巡回サービスを実施す

れば可能です。ただし利用者や家族が前もって人生

のあり方を決めておかなくてはなりません。

また、事業者を増やすためにも地域対象のシンポジ

ウムやセミナーの開催も有効です。これらにより人

は最後まで尊厳を保持して暮らすことができます。

いわゆる重度者に対する24時間在宅ケアサービスを
どう組み立てるか

　日本においては、2025年に75歳以上人口が第一次ピ

ークを迎え、その後も2035年まで85歳以上人口の急増

が続く。我々はまさに高齢化の最終かつ困難な時期を迎

えているのである。そうした環境の下、「誰もが、望む

なら、住み慣れた地域で安心して人生の最期まで暮らし

続けることができる仕組みづくり」こそ、各地域が構築

を急がなければならない課題と捉えることに異論は少な

いだろう。さらに、住み慣れた地域の中でも、できれば

自宅に住み続けたいとの希望を持つ人が多いはずである。

　24時間型の在宅ケアサービスは、そうした希望をかな

えるための最有力手段と位置付けられる。24時間型サー

ビスの代表は「定期巡回随時対応型訪問介護看護」に他

ならないが、同じく地域密着型に含まれる「小規模多機

能型居宅介護」もまた、切れ目ない在宅サービスを提供

することができる。さらにそれを支える訪問看護や、介

護保険給付サービスではない「暮らしの保健室」型の地

域拠点も、安心な在宅生活を支える重要な社会資源であ

る。

　分科会16では、上記の定期巡回、小多機、訪看・保健

室それぞれの分野で日本を代表する実績をお持ちのパネ

リストの発表をお聞きし、さらに進行役が投げかける質

問に応じた当意即妙の回答を元に提言を作成した。そこ

での議論における内容から示唆される課題を敷衍すると

以下のように表せるのではなかろうか。

　まずは24時間型サービスの上位目的・意義を共有する

ことが大切である。その上で、事業主体の経営者・管理

者は、「24時間型サービスに適した利用者の状態像」

「24時間型サービスの強み・弱み」を把握しなければな

らない。その上で、従事者に求められる資質を見極めて

育成を行い、24時間型に適したアセスメントとケアマネ

ジメントの方法を考案する。なお隣接分野との協働では、

在宅医療との関係が最も重要なテーマと言える。

　最後に、事業経営形態に関連して、筆者が本分科会に

事前に提示したメッセージを要約して本稿の責務を果た

すこととしたい。

　24時間型在宅サービスの価値はとても大きい。ただし

現在、介護保険サービスの給付対象の１つに位置付けら

れている事業名、「定期巡回随時対応型訪問介護看護」

は、採算を図る独立のビジネスラインとして見ることは

厳しい。なぜなら、一定の顧客数を安定的に確保しやす

い軽度者と違って、同じような数の重度者がいつも圏域

に存在するわけではなく、需要の波が大きいからである。

亡くなる方や入院する方、施設に入所する方など、かな

りの変動が想定される。

　そこで、より柔軟に考え、経営の安定が相対的に図り

やすい小規模多機能型居宅介護などの地域密着型事業所

が「今月はサービス圏域に重度者の方が〇〇人おられる

から定期巡回随時対応型サービスも実施しよう」という

ように、複数の事業を組み合わせる方式なら、24時間型

在宅サービスはもっと実施しやすくなるのではなかろう

か。

分 科 会 16第１部パネル
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言

■ 寄せられた声から
● 登壇者の方々の具体的な取り組みに大変感銘を受けました。皆さん、地域に根差した活動をし、利用者さん

の要望（口に出さないものも含めて）に応えるため柔軟に対応をし、絆を築いていらっしゃると思いました。
● 登壇者の皆さんからの発表の後、「質問がありますか」と田中滋先生に聞かれ、数人の方が質問をしたが、

その中に「親を家で最後まで看取りたいと思ったが、兄弟に反対されて叶わなかった」という発言があり、
どうしたらいいか、登壇者の皆さんが答えてくださった。まず「最後まで家で過ごせる」方法（制度や助け
合いの生活支援など）を知り、事前に家族とよく話し合うことが大事だと改めて思った。

登 壇 者

【進行役】 田中  滋氏	 埼玉県立大学理事長、慶應義塾大学名誉教授

秋山  正子氏	 暮らしの保健室長、（認定特非）マギーズ東京センター長

時田  佳代子氏	 （社福）小田原福祉会理事長

竹本  匡吾氏	 （社福）地
ま ち

域でくらす会副理事長 アンケートの結果 　参加者概数：35名　 回答者数：31名

回答者の所属先 その他の方助け合い活動をすすめる立場の方

議事要旨  田中 滋氏




